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事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

前年度予算と
の比較

（増減理由）

実　績　額 0

事業費予算の
内容

事 業 費 合 計 計　画　額 0

予算計上額 0

予算計上額

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

平成13年度に「砂川市温暖化対策推進実行計画」を策定し、市の事務事業による二酸化炭素排出量の削減に取り組んできた。
平成23年度には「地球温暖化対策の推進に関する法律」第20条の3に基づき、新たに「砂川市地球温暖化対策推進実行計画」を策定し、数値目標を設定して二酸化炭素排出量の削減に取り組む。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

地球温暖化の原因である温室効果ガスの排出を抑制するため、二酸化炭素排出量削減の取り組みを行う。
二酸化炭素排出量削減の取組として、まずは、地球温暖化対策職員行動計画を策定し、市の事務事業について二酸化炭
素排出量削減の取り組みを進め、その後、企業や家庭にも省エネ・省資源等の取り組みを広げていく。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民
市内最大の事業者である市が率先して温暖化対策に取り組み、地域における温室効果ガスの削減に貢献することにより
地球温暖化の防止につながるとともに、省エネ・省資源等の取り組みにより経費削減にもつながる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 地球温暖化防止推進事業 ―　年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 2－3－1 市民生活課生活交通係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 1 0 0 0 1 0 0 0 1

実績値 1 0

計画値 11,452 11,336 11,220 10,989 10,880 10,770 10,660 10,550 10,440

実績値 10,427 10,895

達成されている

あまり上がってい
ない

変わらない

総合評価 普通である

自己分析：
成果指標につい
て、市立病院を
中心に各施設の
燃料の使用量が
減少したことに
より計画値に比
べて実績値は減
少した。今後も
二酸化炭素排出
量の削減に向け
た取り組みを継
続していきた
い。

自己分析：
成果指標につい
て、計画値に比
べて実績値は下
回ったが、市立
病院のCO2排出
量が増加したこ
とが主な原因
で、前年度実績
からは増となっ
た。今後も二酸
化炭素排出量の
削減に向けた取
り組みを継続し
ていきたい。

自己分析： 判断理由：
達成度、成果は
指標の動向から
上記のとおり判
断した。効率性
は従前より事業
費がかかってな
いため「変わら
ない」とした。
これらをトータ
ルして、総合評
価は「普通であ
る」とした。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
「第3期 砂川市地球温暖化対策職員行動計画」では、CO2排出量の基
準年度を計画期間直前の令和2年度とし、令和7年度を目標年度に設
定している。
令和3･4年度のCO2排出量は、計画値を実績値が下回っているが、前
年度と比較し実績値は増加している。
改めて職員一人ひとりが環境意識を高め、DXの推進による業務効率
化などにより、引き続き市の事務事業に伴って発生するCO2排出量の
削減に取り組む。
今後は令和7年度中に策定する予定の次期「砂川市地球温暖化対策推
進実行計画」によりCO2排出量の削減に向けた取り組みを進めていき
たい。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/策定件数）

0

成果指標１
（単位/t）

11,105

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：市の事務事業に伴う二酸化炭素排出量 指標の求め方：燃料・電気使用量から算出

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：策定計画数 指標の求め方：地球温暖化対策に係る計画数


